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概要：

本研究では、日本の大企業の企業間ネットワークの歴史的変遷に標準的なネットワーク分析を応

用する。1912年、1927年、1937 年、1957 年、1973 年、1982 年、1992 年、1998 年、2009 年の日本

の近代化以降を網羅する 9ヶ年について、総資産上位 200社の事業会社と上位 50社の金融機関

の計 250 社の間の役員兼任関係と役員派遣関係について、ネットワーク分析における密度

（density）と中心性（degree centrality）の指標を算定して、その特性の変化を分析する。役員兼任

関係のネットワークは、戦前において著しく顕著であり、対照的に、戦後の役員兼任関係は極端に

希薄である。

戦後の企業間ネッワークは、主に 6 大系列集団の社長会に所属する主要銀行から同じ社長会所

属企業への役員派遣によって顕著に特徴づけられる。この観点で、戦前の金融システムは、財閥

オーナー、財閥の専門経営者、非財閥系の大口投資家などの個人が役員兼任関係を用いて相

互に結びつくネットワークを顕著な特徴としており、戦後の金融システムは、銀行－企業間関係を

基礎とするネットワークであると結論づけられる。
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